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飛騨の黒鉛鉱床の形成について
（花崩岩化作用による成因的考案）

，野　　　沢 保蟹
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011the　Forming　o：f　Grapkite　Depqsits

　　　　　　in　Hiαa　Plateau

　　　　by

Tamotsu　Nozawa

　The　distribution　of　graphite　deposit＄ili

Hida　P1＆teau　is　restricted　to　the　Hida　me－

tamorphic　rocks。　、The　principal　characters

of　these　deposits　are　as　follows：

　1）　　Deposits　are　restricted　strictly　to　the

rock　layers　in　which　grapbite　is　contained

aS　a　rOCk－fOrming　minera1．

　2）　Deposits　change　their　characters　in

paraIIel　with　the　change　in　characters　of

the　country　rock，i．e．Hida　metamorphics，

especially　to　the　percentage　of　granitic

materials　in　the　metamorphics．

　3）　Deposit＄always　accomp＆ny　granitic

rocks．　Therefore　the　vプriter　assumβs　the

next　working［hypothesis　about　the　process

of　forming　of　these　deposits：The　graphite

deposits　i血　Hi（1a・Plateau　are　the　product

of　granitization　of　graphite－bearing　rocks。

The　original　rocks　are　now　found　in　the

c・utryr・cksasgraphite－bearingcrystaIline

schist　which　is　a　member　of　Hida　metamor－

phics．　　一　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　The　further　problem　lies　in　two　points．

One　is　the　research　of　the　details　of　grani－

tization；　its　process，　the　significance　of

graphiteasacriteria・fthegrade・fgra－
nitization　in　relation　to　the　zonal　distribution

of　various　graphite　deposits．　The　other　is

榮　地質部

the　apPlication　of　these　idea　to　the

rαtion　of　graphite　deposits．

explo一

　　　　　　　　　要　　．　約

飛騨の黒錯鉱床を地質構造と関係づけてみると，

　1．鉱床は飛騨変成岩の中に限つて分布する。

　2．鉱体は常に花嵩岩質岩石と密接な関係をもつ七い

る。

　3．鉱床の性状は母岩の飛騨変成岩の花闘岩化作用の

程度にギ行して，地域的にも帯賦に変化する。

　故に，黒鉛鉱床は飛騨変成作用のご部，その花崩岩化

作用によつて，含黒錯結晶片岩中の黒鈷が濃集して形成

されたと考えられる。

　　　　　　　　1．まえがき

　筆者は1945年以來飛騨変成岩の研究に從つて，その中

の黒錯鉱床を観察して察た。現在とれらの鉱床は安齋俊

男などによつて概略の調査が一応終つている。筆者はこ

れらの鉱床を飛騨地方の地質構造および飛騨変成岩の生

成機構とのつながりに．おいてみよ5と試みた。そして從

來，変成作用においてもその行動が質的には比較的軍調

であるために重覗せられない傾向のあつた黒銀を，量的

な見方をすると二と．によつて，　2，　3の興i朱ある結果をイ等

た。こ瓦では主に黒錯鉱床の形成過程に関係する間題を

取扱5ごとにする。

　　　　　　　2．黒鉛の分布・産状

　飛騨高原で黒鎧および黒鋸鉱床をもつ岩石を調べてみ

ると，そ塵らはすべて飛騨変成岩の中にあつてその外に

はないことがわかる（第1図）。黒鋸を造岩鉱物として

もつ変成岩は，富山・新潟県境旭岳附近，新潟県青海な

どでは結晶片岩およぴ千枚岩であり（c．f．（5）），富山県

南部，岐阜県北部一帯にひろ炉る主要黒錯鉱床地域では

逆入片瞬岩であり（c．f．①．（4）），神岡鉱山，石川県宝

達山麓久江・芹川（3），手取川上流深瀬，牛’首川爾岩

（2），富山県黒部川濃岸宇奈月上流などでは全く黒鉛を

もたない花崩片麻岩または花闇岩中に包有される晶質石

荻岩の中に鱗状の黒鉛がふくまれている。こ5してみる

ノと黒鉛は種々異つた産賦を呈しながら1飛騨変成岩の大

部分の地域をお瓦つて広く分布していることがわかる。
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　　第1図　飛弾弛方黒鉛鑛床分布図
鑛由名・1天生　2元田　3芦田　4角川　5金剛堂　6二屋　7虎谷　8菅沼
　　　9直井　10勝野　11杉原　12らるし田13憩岡　14菓IU　15蟹寺
　　　16谷　　17矛町賀　　18「F野谷　　19高清水　　20大長谷　　21富士

ひで注意をひ停鄭花齢と花欄瞬岩の眺髄
岩鉱物としての黒錯も，また勿論黒錯鉱床も存在しない

ことである。逆入片瞬君でもその性質が花脚片購岩紅近

づくと．黒鉛は全ぐないか，あつても稀で，結晶は肥大

するが少量しか含まれないよ5導なる・た攣その中に包

有される轟質石友岩には鱗状黒錯の含まれていることが

しぱしぱある。［神岡鉱山黒鉛鉱床は玄カルン化した石友

岩中の黒鉛が鉛・亜鉛鉱石の副産物として探取せられる』

ものである。

　逆入片聯岩地域は鉱床の分布する地域をふくんでいる

が，鉱床をはなれても黒錯を造岩鉱物としで持つ岩暦が

発達してい『るる『含黒鉛逆入片購岩は黒雲母逆入片聯岩を

主体とする暮土質岩石が多く，柘榴石（蟹寺，天生，高

清水等），珪線石（蟹寺，高清水，利賀），墓青石（利駕）

などがこれに加わる。また時には石次質の透輝石・柘榴、

石邊入片瞬岩（天生，千野谷）であることもある。結晶

は鱗状よりは土状結晶に近い微粒であることが多い註1）。

　結晶片岩・午枚岩地域では“石英・

石墨片岩・石英・石墨・黒雲母千枚岩・

石英・石墨千枚岩”などで縞状構造

を形成し，黒錯はその優黒帯に含まれ

』る場合が多いよ5である（朝日岳，青

海附近）（5）。結晶は土状と呼ぱれる程

度の細粒である。

　含黒錯岩は，一般に暦状に発達して

いる。含黒錯暦は変成岩の岩暦を構成

するもので，時には黒錯のない岩暦と

互暦して現われることもある　（第2

図）。その中の黒鉛結晶は多くは午行

配列し，その方向は岩暦，すなわち変

成岩の一般走向に整合的である。黒鉛

をもたない花崩片聯岩中に包有される，

晶質石友岩中餐も黒鉛が層状をなして

いる場合があり，含黒鉛暦の走向とそ

の中の黒鉛鱗片の李行配列の走向は，

石友岩の形はどづであつても，周囲の

片瞳岩の一般走向に整合的である（第

3図）。

　　翫　黒鉛鉱床め分布・産状

　黒鋸をもつ飛騨変成岩はきわめて広

く分布しているのに，黒錯鉱床はその

中のせまい地域に築中している。今試みに高山線杉原駅

附近を中心に半径25kmの円をかいてみ喬と，唯一つの

小さな例外を除、・て飛騨の黒鉛鉱床のすべてが入つて、し

まう程矯ある（第1図）。

　鉱床地域の飛騨変成岩は主に逆入片廠岩であつて，鉱

床Q母岩はいつも含黒鈷逆入片瞬岩である（9）・飛騨変

　　　砒・9甑q㌦　　．ミ

　　　←」幽　　　　！／
第2図　天生十坑々口外　含黒鉛暦と石灰質避入片願居との互届，

　G；含黒鉛・黒雲母逆入片麻居・Calc。Gn：透輝石，柘榴石滋
　入片麻岩

註1）　土1伏黒鉛と鱗状照鉛は唯輩に結晶の大きさの差Oあると暑われて來牝が，北崎梅香によると，微細構造におセ4て　∫‘the　orientaLion　is　Lhe　most

　、一〇rdered　in　sealy　graphiτe・Iess　so　in　e㎝ちhy　on（ンー”　（U・K1じ＆z我ki・On　the　fine　structure　of　G「apmte・資源研i究彙報No・24・P。21卿27。1951）。

　　ふつろには便箕的に淫選魔牧70％以上を鱗状，以下を土状と呼んでいる（日本鉱産誌III　p．178・1950）。
　　　朝鮮では土駅黒鉛は李安系累暦中に（中・古生紀）・鱗状黒鉛は磨天嶺系累暦中に（前カンブリア紀）ふくまれているので時代彰よつて差のあ

　　るよ5に竜考えられるが，しかしこの場食も，古い摩天嶺系が片瞬岩まれは結晶片岩であるのに年安系は未変成の岩暦からなつている（高橋英
　　太郎．石墨鉱床の地質的分類．鉱物と地質3－1p．8。。1949）（木野崎吉郎・朝鮮地質図巾14・P・124932）。
　　　飛騨では爾型の黒鉛鉱床の母岩が時代的に異るという讃嫁はなく走向關係や岩相のつづきからいえば同一暦準の内で変化するよらオある。
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飛騨の黒錯鉱床の形成について（野沢保）

　　　　　　　　1　　　　　　　に伴つて黒鋸暦が形成されている。アプライト脈に近く

1帆

第3図　高原川沿岸吉ケ原附哲　黒鉛のない花尚片臨岩中の石灰

　　岩に見られる照鉛屠
　　B：黒雲母花尚片麻岩L＝晶質石灰岩G＝黒鉛暦

成岩地域内の飽の地域では，例えぼ結晶片岩・千枚岩地

域では黒錯が造岩鉱物として多量にある場合でも鉱床は

形成されない。また花崩岩・花嵩片瞬岩およぴそれに近

い性質の逆入片購揖の中にも形成されることはない。晶

質石茨岩中の鱗状黒鉛も鉱床を形成する程濃集している

ことは稀である註2）。

　このよ5に黒錯鉱床は甦入片蘇岩の中で，さらに黒錯

を造岩鉱物としてもつ岩石中に限られて形成されてい

る。相隣る岩暦であつて同じペグマタイトによる糸田かな

逆入をうけていても，黒錯が造岩鉱物として産出しない

岩暦中に鉱床が形成されることはない。この事実は巾30

cm位の黒錯をもつ岩暦と，もたない岩暦の互暦について

も観祭される。それ故に鉱床の形ほ裂罐，摺曲および花

繰岩質岩石の分布形態などの影響を5けながらも，全体

としては暦賦の含黒鎧逆入片瞬岩厨の中で，レンズ賦，

脈駄，塊駄などになつている。

　黒錯鉱床の産撒について注目される一つの事実は鉱床

が常に花崩岩質岩石を伴つていることである。花髄岩質

岩石はアプライトおよぴペグマタイトの岩脈であること

が多く，それらは含黒鋸溢入片聯岩層の厨聞に李行に逆

入したり（第4，5図），レンズ状につ」まれたり（第6．

図），不規則に横断したりしている（第7，8図）。それら

装’2）　一役に鑛床の近傍に石灰岩の多いごとは経瞼的にみとめられてい

　　るるしかし直接6灰岩中に鑛床カミ形成される場合ぱほとんビないo
　　　憩岡鑛山の場食は前蓮のよろに照鉛ガ鍵床を形成しているわけ
　　では1ない。鑛石処理量が大きいので癌…濟的に贋値があるo

肥大し濃集した黒錯結晶が，それを離れるにつμて小さ

く目立たなくなつてゆく場合も知られている（第9図）。・

ま㊧花闘岩自体の接触部で鉱床が形成されている場合も

打保，金剛堂鉱山など矯知られている　（第10図）。　この

よづな花鹿岩質岩石との関係は飛騨の黒錯鉱床では，鱗

状黒錯鉱床でも土状鉱床でも，全般的に見られるもので，

安齋（7），（13），三田村（8），岩生（14）などもこの髄

伴関係を記載している。こうした濃集は母岩Q裂鉾，擢

曲鞍部，Shearedzone（c．f．（14）），その他の弱線におき
一
や
す く，これらの條件が鉱床の形成とその性質・形態を

支配する主な要素の一部をなしている。こ鼠で興味ある

事実は，花歯岩質岩石以外の岩石，例えぱ後期の安山岩・

脈が同じ含黒鉛暦を貫いても，花崩岩質岩石にそつてだ

け黒錯の濃集が行われ，安山岩脈にそつては全く濃集は

，行われていないことである（第11図）。

　土賦・中間型、（いわゆる半鱗賦）註3）鱗賦の各鉱床に

ついてその性質を主な鉱体について列記してみると第1

i表のよづになる。すなわち，品位・鉱量においては土状

鉱床は鱗朕鉱床より著しい差をもつて優越し，．中聞的な

位置の利賀・蟹寺・谷の諸鉱山の品位は中間的である

（第1表）。鉱床の地質構造もまた第12図の例をみるとわ

かるよ5に，土欺鉱床は比較的簡軍で大規模であるのに

鱗状鉱床はもめて小さくちぎられているのが一般的傾向’

である（第12図）。　　　　　　　’

　ごのまうに各型の錦床群はかなり著しい差をもつて地

域的に蓮続した幣を形成し，中間楷をへだて製漸移する

　もののよ5である。（第1図）謝）これらの性質を要約す

ると第2表E，皿のよ5になり，これで黒鉛鉱床を地域

的に分帯することカ｛できる（第2表）0

　　　　4．黒鉛鑛床の形成過程の考察

　飛騨の黒錯鉱床はこれまで花嶺岩の貫入に伴つて飛騨

変成岩中に黒錯が賦与されたもIDであるという考え方が

一般に行われて來た。つまり貫入花嵩岩によつて既存の

炭質物に富む岩暦が接触変成作用をうけるとか・岩漿に

由來する黒鉛が濃集して晶出したとかいう考え方であ

　る。それは黒鉛鉱床を飛騨変成岩と切りはなして考えた

ために，花齢と鉱床との随伴性からくる錯覚と・飛騨の

花闘岩質岩石の本質，花闇岩化作用についての知識の不

十分さから，飛騨の鉱床が中国地方や東北地方の黒鉛鉱

床の成因説とか，これまで世界の鉱床について考えられ

　謂’3）　中間型鑛床は鱗牙犬結贔であるカ§，鑛量伊品位などからみて，土1伏

　　　と鱗朕の中間的牲質をもつている竜のむあるo　セうわゆる牟鱗状

　　　鑛床のことであるo
　註4）唯一つの不調和な鯛外は輿山鑛山である。結晶は細粒で土斌で
　　・あり，品位竜鱗訣黒鐙鍍床にくらべて高い姪均35％）。しか竜
　　　母岩は黒嚢母・角閃石説入片願居で粗粒，欄居質欝渣を盗つて

　　　いるo
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　飛騨の黒鉛鉱床ゐ形成について（野沢保）

第1黍　飛騨黒錯鉱床とその代表的鉱床の概略の性質

1

2

・3

4
5

6
7

10

111

12

13

14

15

16

17

・18

19

20

21

，鉱山名

天生

元田

、芦谷

角川
金剛堂

二屋
虎谷

菅沼
直井

勝野

杉原

5るし山

神岡

巣山

蟹寺
谷

利賀

千野谷

高清水

・大長谷

富士

、鉱体名1鉱　石

10坑

4坑1

4坑2
大日向

一3坑
下坑

神道鳥

神季

6坑
8坑

露天堀

西側1
本坑
轟

栃洞

・2号

1坑1
1坑2

天2第
1坑

鱗1－m．m・i

同上

鱗1m．m．1

同上

鱗

同上

鱗

鱗1m．m、
同妻

鱗

鱗

同上’

鱗

鱗1～3m，m，

同上

鱗0．5m．m．

同上

鱗一

同上

鱗

鱗1～3mm。

土0。05m，m．

同上

鱗

鱗
．

鱗

同上

土0，01m．m、

同上
土0．05～
　0．01m．m．
土

土

土

品位， 大　さ 鉱量

　％’
7．0

3．0

6．3

8．9

110．0

2．6

・10．0

10．0

∫
1
． 3
5．1

35．0

、18・0

屡・o

5．6

20．9

38．0

36．6

14．0

鉱山全体の

品位

1，4×30　　　［170t．　　
。．4×3。l

　　　CとしてFO，15×5×5

　　　　3．82．5×20／最大）

　　　CとしてiO。2×5×10

　　　　7．OlO．1×30×0．2

1．0×30

　　　Cとして0．2×18
　　　　2．0㌧
10×10

2。0×17

1，0×50×10

0。6

0．2×120

0．2×40×3．0

3×25
0も5×10

0．3

20．0

18．0

55。0

40．0，

63．0

46，0

O．5×2×10

0。2～0．5

0．2

2ρ×15

1．0×15

2．4×30×50

2．0×60×30

0．4×10

Cとして
（61．0）

Cとして

50．O

Cとして
24．0』

Cとして’
（5．0）

Cとして

　24

Cとして

　50

1000

（500）

300～400

、・％

8

5

10

9

12

12

8

12

『15

0．03

35

ユ2

30

20

40

40

20～30

数％

鉱量
Cとして

120t．

200

C≧しで

　20

Cとして

　20

200P

Cとして
282

母　 岩 調査

Hb・Di・inj・gn・、野沢（’47）

Gam．Bi．inj．gn．　安　齋（，51）

Hb．Bi．inj，gn．　F野　沢（’47）

　　　　　安齋（’51）
Bi．gn，Hb．Di．inj，gn．野　沢（，47）

　　　　　三田村（’47）

　　　　　安齋（’51）
・Hb．Bi．inj．gn．　　野　沢（’47）

　　　　　安齋（’51）

　　　　　安一齋（’51）

　　　　　同上

Hb．（Bi）inj．gn．

Hb，Bi．gr．gn．

Hb．Bi．iuj．gn．

iBi．gn．

【300　－

　　Bi．（Hb）gr，gn．
Cとして
3000crystalユineL・S・

Cとして
　45Hb・9「・gn・

　　Bi．Hb．gr．gn乙
5000　　Bi．Gam，inj．gn．

Bi．Gam．in∫．gn．

野沢（’47），

安，齋（’51）

野沢（’47），

安齋（’51）

同上
同上一

三
田
村

（’47）

安齋（？）

野沢（’47）

野沢（’47）

安齋（’51）

安齋（’47）

　　Hb．9亘，Bi．gn．

6000　　Bi．inj．gn．

　』Di．Hb．Gam．Bi．100000
　　in5．gn．
　　Gam，Bi，Hb，inj．gn．

安齋（’51）

三田村（’47）

安齋（’47）

岩生：（’51）

安齋（151）

安齋？
林一（’51）

第2表　黒鉛による飛騨変成岩地域の分轄

1

虹

皿

黒 鋸　　鉱　　床 母 岩

一
鉱
床 数’瞬晶融％魔t・瞬造黒鉛糾

『
変
　
， 成　　岩

・1＼1＼腎＼1＼ll・i編片岩・千枚岩

」認憩翻i蹄釧ll・膿灘
、］v

「
t ・日＼＞一」＼刈＼r＼卜騰片附朧
黄輩鉱体の鉱量　　撒　造岩鉱物としての黒錯の有無
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地質調査所月報（第3巻第7号）幽

鋪

覧

べ

　　　　　　　　　撫楚　　　　警號

’弊難　1 ・癖避舞
　識　・　　　　鉦　一
　　　　第12図a元田鑛山李面略図（野澤19蛋7）
　　　　　　　　鱗状黒鈴鑛床の形態佛

て來た諸説がそのま瓦とり入れられたものであろう詮15）。

　『飛騨では黒錯は花嶺岩質岩石を伴わない結晶片岩，千

，枚岩にも含まれている。設た乳．花崩片瞬岩・花巌岩体自　・

身には全く黒錯は㌃い。その中に包有される石茨岩に

ほ，しぼしぼ黒錯が含まれているが，’石荻岩と花崩岩質

岩石との接触形態とは無関係な分布形態をとつている

（第3図九また，，同じペグマタィト『が貫いていても，含

貿

o

隼鑑

56勘

ρ

黒錯逆入片瞬岩暦では黒鍛の富化がおきるが，黒鉛をも

たない隣接岩暦には黒鋸の富化をおとしていないoとれ

らの事実は黒鋸鉱床を形成する物質が花崩岩質岩石によ

つてもたらされたという説明を困難にしている乙

　黒鉛の鉱体はよく見ると含黒錯岩暦の内で母岩に完全

に整合的とい5売わけではなくて塾随伴する花嵩岩質岩石

の分布形態にもかなり支配されてい為。また裂罐や擢曲

鞍部での富化形態も，これらの黒鉛鉱床は炭質物に富ん

だ岩暦が花崩岩質岩石の蒙触変成作用をうサて黒鉛化し

鉱床が形成されたという考えを否定しているよ5に考え

られる。

　黒鉛鉱床の分布について考えてみると，鉱床は飛騨変

成岩の中で湛入片聯岩中に限られ，じかも母岩となる飛

騨変成岩り岩相と鉱床の性質が大局的に見て相伴つて変

化して樽状分布を形成している。鉱床をもたない2種類

の地域，すなわち結晶片岩地域および花嶺岩・花崩片聯

岩臓の性質を鉱騨域と併記してみるとこの規則的変

化を飛騨変成幣全域を通じて明らかにすることができる’

　註5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　第1盆図b　 予・野谷鑛山奉面略図・（岩崖1951）

　　　　　　土状黒鈴鑛床め形態例
（第2表）。これを見ると黒錯の富化作用は結晶片岩地域

でけ全く行われていなく，て，逆入片瞬岩中で最も著しく

なり，花崩片瞬岩に近づくと弱くなり，花崩片瞬岩およ

』び花嵩岩の中では全く行われていない。この事実は黒錯．

鉱床の形成が飛騨変成作用と無関係な後期の一事件ぞは

、なくて，ま．さに飛騨変成作用の一部としてとり扱5べき

であることを示している。

　最近著しく進んだ飛騨変成作用の研究によると，その，

変成遍程は1堆積岩→結晶片岩→逆入片聯岩　⊆花嵐片

瞬岩）とい5系列が考えられ，その中黍後半では特に花

簡岩化作用ある』ぐは変成分化作用が著しい役割を果すと

されている。

　黒錯鉱床が全変成岩を通じて，母岩の花醐岩化作用の・

彊さに応じて結晶および鉱床の諸性質，例えぼ富化の程

度を異にしているとど，および鉱床と常に密接に伴5花

崩岩質岩石との関係は黒鋸鉱床カミ花嵩岩化作用によつて

形成されたことを推論させるものである註6〉。

　　日イ．に壷する他の黒鉛鉱床はほとんど土状鉱床で，中生暦（両口縣，商山縣）や古生暦く岩手縣）の粘繊岩，頁岩中の炭質物に富む地属が

　変成作用をうけ拠感のらしい。（佐藤恭・岩手縣撒田米附逝黒鉛鉱床・地下資速報No・381948・妄齋凌男，岡山弊下の士状黒鎗鉱床概査

　報告，瑚櫛鰍N・．69・194gl，安齋俊男・山n縣ドの琳黒鉛鉱床概査報告・P螂資速報N。・74・1948）
　　飛騨の黒鉛鉱床は・これまで一般に鍵界の黒鉛砿床4）分類に用いられて爽牝形式的な分類によれぼ，Beααed・DiSSeminaむeα、Vehl　T理e
　　の各，々が入りまぢつているよろな毛のである。（c・f・T・H・Clark・The　Oヱig1n　of　grapnite：Econ・Geol・XV工1・P・167・1921・）。また、

　　その成因に！）いていえはf，reglonal　metα皿orph｛Sm、cと虹y（鎚o唱豆ermal　origtnカ｛1司時～こ王見われている．よらなもの麿あるo　（c・f，　A．M．

　　BaLe皿ann，Economic　m1neral　depositS　p．29壬．p。739．1師0）

嶺、6）飛麟の黒鉛鑛床形成作用をふくむ花闘岩化作羽の詳細についてはまだ研究中なあるが・飛郷愛成作用の後孕で行われる花嵩岩化作用の過程
　　で比較的おそい時期の出來事であるらしい。多ぐの鑛床で熱水期の攣質作用が律われている。鱗状鑛床セプレーナイト。縞雲毎化作用は常
　　に見られ”（c，f．（9））、千野谷土状鑛床で邑，プレーナイト・緑泥石・炭酸塩鑛物・絹雲母の形成作用・珪化作用および硫化物の鑛染が報告さ

　　れている。（14P．9λま熟しばしば鑛床には輩鉄鑛が・多・くは石英脈と律つて現われているo（c・f・，Y｛・L・Alling・TheAdlrondaGkgraphite

　　αeposlts＝N．Y．SLate　Mus3um　B斑1．199．P．1壬3．↓91γl　J。S．Brown・Grap赴10e　deposlts　of　ASUlan（1¶Alaba皿㌶Econ。GeoL　XX　p．240

　　1925）黒鉛』の生成條件に胴係しr二は樋界の飛騨と側兎攣成居地域の黒鉛鑛床で1ま・TIUeyはSleaf（r（tで石英と黒鉛の粟生關係から5730G　。

　　以下｛黒鉛は晶患し牝とのべているし，（σ・E・Tm町・TkeGraphi＝eroClkSρfSleafordBay・S・AUg01、ah＆・Econ・GeoLXVI・P・196・1921）

　　ま兎，LW。FisherはMalneで黒鉛が熱水期の生成物でであることをのべていろo（L・W・Fisher・Graph1もe　in　pegIn頗じe・Am・Min・
　　XIX　p．170，1934）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20一（310）



飛騨の黒鋸鉱床の形成について（野沢保）

花嵩片聯岩きよびそれに近～・性質の逆入片瞬岩では結

晶は肥大しても品位は下がり，鉱量も小さくなり，・花嵩

岩およびそれに近い花崩片麻岩中で黒錯が全くなくなる

ことは花崩岩化作用がす民んである程度をこすと，それ

まで漸次増大していた富化作用は逆に潤滅して行くこと

を示している。現在黒錯をもたない花崩片蘇岩も，その

中にある石次岩が黒錯暦をもつていることからも，かつ

て侭含黒鋸暦がこれらの花闘片瞬岩中にもふくま恥てい

たのではないかと考えられる註7）。

　以王の事実を綜合して結論をのべる。

　飛騨の黒鉛の起源は，現在の分布形態その他からみて，

原堆積岩中の炭質物であろうと考えられる（c。f。（耳））。

この炭質物は飛騨変成作用を5けて，母岩が結晶片岩化

する時に黒錯として晶出して現在朝日岳附近に見られる

ような含黒錯結晶片岩あるいは千枚岩が形成された。さ

らにこれらの結晶片岩類が花簡岩化作用を5けるのと共

に黒錯は移動をおこし，花嵐岩化作用の最も激しかつた

部分では全く逃げ去り・，中程度の部分では最も富化が著

しく，鉱床を形成したと考えられる。

　　　　　　敬あと、がき
今後この間題は次の点を中心にす瓦めて行き’たい。

　1）黒鋸鉱床の形成過程の具体的なさらに尽わしい研

究が必要とされている。それは．黒鎧鉱床の成因の解明

と，飛騨変成作用の内でよくわかつていない花崩岩化作

用の邉程の究明を目的としている。

　2）　飛騨変成岩地域で黒錯鉱床の性質あ変化が花闘岩

化作用の程度に対応するとい5ことは鉱床区または幣の

成因の解明，および変成岩地域の構造解析の手がかりと

なる司能性を有力に示している。飛騨では最近結晶片岩

の帯状分布が明らかにされた。第1図の破線はこれを示

している（第1図）（12）。黒鎧の帯1伏分布は略々これに1

耶行しているように見えるが，厳密には疑がわしいo一・

般の変成岩についても片理と変成度は斜交することがみ

とめられている（10）。

　3）朝鮮をはじめ世界の変成岩地域の黒錯鉱床は花歯

岩化作用の立場から考え直して見るべきではないかと考

えられる場合が数多くある。例えばSvecoぜennidenで

は黒錯鉱床がprakarelis面er・面gmatit塵eiss中に集

中してあり，濁岩はparagneissで・黒錯鉱床はgneiss

　言の砿糊螺塩鑛物か臆る師にくらべると・花墜化作用
　　　ま匁は花崩岩と¢）反態にお1ρては比較的強い抵抗を爪して・よ

　　　くとりのこさ輔。この事実は飛騨鐡岩においてでばかりで
　　　はなくしばしば報告されているところである。（e・g・P・ESkola・

　　On－he　conむacむphenolnena　belween　gneiSs抗nd　llmeSじα1e
　　　inweSしemMaSsac琶u53。LS・」・“r・Ge・LXXXp・267P・29｛・

　　1922）

地域の縁に多いことが知られている。（A．Laitakali．Die

Graphitvorkon｝men　in　Finland　und　ihre　Enセstehung：

Geoteknillisia　Julkaisuya　Geotekniska　meddelander

No．40．S．1－100．1925）また朝鮮でも鱗状黒錯は摩天嶺

系の黒錯をもう結晶片岩中で富化し鉱床を形成している

よ5である。これらの地域は飛騨と岩石学的・地質学的

類似点が多く見出されてL，・ることと考えあわせると興味

深いものがある9　　　　　　　（昭和27年4月23日稿）
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